
令和 3 年度篠崎中学校学校運営協議会資料 

令和 3年度の主な取り組み（変更点） 

取り組もうとし

ている項目 

内容の説明 コロナの影響で変更した内容 

前期後期制 ・１０月第２週を境に前後期を入れ替える。 ・修学旅行の秋延期で、学校

行事の日程が圧迫 

朝の検温・消毒 ・昨年に続き、朝の全員検温と消毒は継続 

習慣化と啓発のため → 学年主任等が全校生徒の

顔を見る機会 

・継続 

週時程 ・水曜日に裁量（時数補充や会議、研修） 

先生の資質向上のための時間や小学校との連携に 

 

道徳の時間の分

散 

・教科の時間割のように、時間割の中にバラして配置 

他の先生の参観が可能、時間割の調整が可能 

 

朝読書導入 ・朝自習から朝読書へ変更 

本に親しむ、文章を読み取る力を高める。 

 

 ・全員、読書カード（北九州市の貸し出し）取得へ 

読書通帳の作成や表彰の取り組み 

地の利を生かして、図書館の活用へ 

・開館時期まで延期 

1 日の時間の枠

組み見直し 

・２０分程度の時間を生みだし、1日の終業時に消毒や

清掃活動をできる時間を生みだす。 

・1校時を１０分繰上げ、８時４５分１校時開始 

市全体で 45分にしたため、時

間が合わず、昨年度同様にし

た。（給食の都合） 

職員朝礼 

（会議の削減） 

・月曜の朝のみ、学年主任にだけによる連絡確認 

 各先生は教室生徒と読書や対応 

・木曜日の放課後 終礼の実

施（コロナ対応や伝達事項を） 

学校給食 ・市が提供する学校給食は、基本的に食べるような形で

教育課程を編成する。（４校時 → 給食） 

・時間の変更、４５分に合わ

せた形で 

給食時間の変更 ・給食時間を延ばし、しっかり食べ、残食を減らす取り

組み（5分延長） 

 

清掃 ・クラス半分程度の当番清掃へ 

密を減らし、早い下校、早い部活の準備 

 

部活動 ・生み出された時間で、練習時間の確保 平日２時間は

確保 

・保護者の送迎、練習試合等の参観（制限付き） 

緊急事態宣言中のため、更に

時間短縮を（ギリギリ２時間） 

保護者は入場制限、無観衆 

服装・衣替え ・標準服とスタンダードタイプ 

衣替え移行期間を長期にとり、個人の暑さ寒さに対応 

猛暑期間の体操服対応 

 

服装の考え ・中着や靴下の白のきまりを、購入しやすい白黒紺茶灰

などの一般的なものとし、派手なものは控えるとした。 

規則から身だしなみマナーへ 

・スタンダードタイプの示し方の変更 

 

通学カバンの複

数化 

・重いカバン、容量の大きなカバン、スタンダードタイ

プ合うカバンへの対応として、リュック型のカバン導入

へ（現行のものと並行に生徒が選べる形に） 

来年度入学生から対応準備 

 



定期考査 ・定期考査としては、年４回 各９教科を予定 

・基本はすべて９教科だが、定期考査をするかしないか

は、教科による。 

・必要な試験内容とし、点数、時間も教科による。 

（定期考査の無理な実施はしない。知識を問うだけのテ

ストはやめる。定期考査中心で評定を出さない。） 

日ごろの授業や単元末考査の充実と日ごろからの評価

の徹底 

 

学習評価・評定 ・３観点別の項目の到達度を図り、学習評価・評定へ 

・前期評定 → 私立高校等の進学資料 

・後期 1回目定期考査 → 公立高校等への評定等へ 

・後期評定 → 学年末の評定へ 

 

水泳授業 ・7月～9月までの長期間をかけて、実施予定 

更衣室を武道場や視聴覚室など広げて 

市の方針で、本年度も中止 

儀式的行事 ・始業式、終業式が各１回削減 

授業、教育相談や面談に時間を充てる 

・対面式など全校が集まる機

会ができない。放送による集

会、学年別による集会 

学校行事 ・教科の取り組みと学級の取り組みによる学校行事の検

討（全体での練習や総合・学活等の時間削減） 

・学校行事中心に組んだ「総合的な学習」から、探求学

習へ、SDGｓの取り組みや福祉、キャリア教育への転換 

 

 

・職業人に来てもらうか。職

場の訪問ができれば 

 ・スポーツフェスタ、カルチャーフェスタの取り組み ・観衆や来校者は、制限した

日常の取り組みを中心にした

ものに、（状況によって無観

衆） 

 ・生徒総会の実施 ・オンラインにより代議員集

会方式での生徒総会（オンラ

イン中継を視聴する。） 

修学旅行 ・春実施の関西修学旅行を予定 ・秋実施に延期 

自動販売機導入

の検討 

・冷水器等が使いづらいため（コロナの影響）、水やお

茶の自販機導入検討、市への申請済み 

・熱中症対策の一環として 

 

保護者参観 ・今年の中では難しい可能性が大きい ・多くが集まるリスクを避け

るため、未実施 

PTA活動 PTA便りの発行、PTA新聞の発行 

緊急事態宣言解除後は、実施の方向で調整中 

・父母教師会総会は、2 年続

き紙面開催 

・PTA 活動は、役員決めで実

質的な活動ができていない 

地域学校協働活

動 

花植えや門松づくり 

できれば小学校と共にできる部分があれば、（部分的に） 

 

 市民センター行事に中学校教員の参画  

 


